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量子力学的位相に駆動されるシフト電流の実験検証 

空間反転対称性が破れた物質では、光照射によって外部からのバイアスなしに直流電流

が発生することが知られている。この電流発生の起源の一つとして、二次の非線形光学効

果である「シフト電流」が注目を集めている。シフト電流は、光学遷移に伴う電子波動関

数の幾何学的位相（ベリー接続）の変化によって生じる電流である。電場によって駆動さ

れる一般的なオーミック電流とは異なり、トポロジカルな起源を持つシフト電流は、結晶

中の欠陥などによるキャリアの局在化の影響を受けにくい低エネルギー散逸性や、パルス

光に対する超高速応答性を持つと考えられている。しかし、このようなシフト電流の特性

を実験的に実証した例はなかった。 
 本セミナーでは、代表的な狭バンドギャップ強誘電体の SbSI において、シフト電流が高

い欠陥耐性を持つ低エネルギー散逸性の電流であることや、超高速のパルス光応答性を持

つことを実験的に実証した結果を紹介する[1,2,3]。また、電子型強誘電性を示す有機電荷移

動錯体のTTF-CA において観測された巨大なシフト電流についても紹介する[4]。 
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